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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本

化学工業協会（JCIA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格

を改正すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，厚生労働大臣及び経済産業大臣が改正

した日本工業規格である。 

これによって，JIS Z 7252:2014 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格は，国際連合経済社会理事会によって，2015 年に改訂された“Globally Harmonized System of 

Classification and Labelling of Chemicals (GHS), Sixth revised edition［化学品の分類及び表示に関する世界調

和システム（GHS）改訂 6 版］”から内容の一部を抜粋し，翻訳したものであり，国際連合による承諾を

得ている。 

 

This standard includes extracts of Globally Harmonized System of Classification and Labelling of Chemicals 

(GHS), sixth revised edition, ISBN 9789211170870, Copyright ©United Nations 2015. Extracts from GHS have 

been translated and reproduced with the permission of the United Nations, and this translation constitutes an 

unofficial translation for which the SDOs accept full responsibility. 

 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。厚生労働大臣，経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の

特許出願及び実用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本工業規格          JIS 
 Z 7252：2019 
 

GHS に基づく化学品の分類方法 

Classification of chemicals based on “Globally Harmonized System of 

Classification and Labelling of Chemicals (GHS)” 

 

序文 

この規格は，国際連合経済社会理事会によって 2015 年に発行された“化学品の分類及び表示に関する世

界調和システム（GHS）改訂 6 版［Globally Harmonized System of Classification and Labelling of Chemicals 

(GHS)，Sixth revised edition］”に基づいて作成した日本工業規格である。 

GHS に基づく化学品の危険有害性情報の伝達方法は，JIS Z 7253 に規定されている。 

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。変更の一

覧表にその説明を付けて，附属書 JB に示す。 

 

1 適用範囲 

この規格は，GHS に基づき化学品を，物理化学的危険性，健康に対する有害性及び環境に対する有害性

に関して分類する方法について規定する。ただし，“成形品（3.5 参照）”は除く。 

注記 1 法規制などは，この規格に優先する。 

注記 2 暫定措置として，2022 年（令和 4 年）5 月 24 日までは，JIS Z 7252:2014 に従って化学品を

分類し，JIS Z 7253:2012 に従ってラベル及び SDS を作成してもよい。 

注記 3 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

Globally Harmonized System of Classification and Labelling of Chemicals (GHS), Sixth revised 

edition（MOD） 

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正している”

ことを示す。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格のうちで，西暦年を付記してあるものは，記載の年の版を適用し，その後の改正版（追補を含む。）

は適用しない。西暦年の付記がない引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS G 3115 圧力容器用鋼板 

JIS G 3141 冷間圧延鋼板及び鋼帯 

JIS G 4051 機械構造用炭素鋼鋼材 

JIS H 4000 アルミニウム及びアルミニウム合金の板及び条 

JIS K 2254 石油製品－蒸留性状の求め方 

注記 対応国際規格：ISO 3405:2011，Petroleum products－Determination of distillation characteristics at 


